
 

 

 

 

 

 

 新年のご挨拶を謹んで申し上げます 

昨年は、東北で大震災にみまわれました。日

本並びに世界が驚愕した出来事でした。 

短いと思える１年の間に、さまざまな状況の

変化が生まれ、思っても見ない方向へと進んで

いく場合もあります。先のことは、誰にもわか

りませんが、できることでしたら、しばらくは

復興ということに時間をかけられる年になれば

と念じるものです。 

さて、日本では、仏教徒であっても、お正月

には、初詣に神社に行くという方がおられます。

これは、全国的に「習慣だから」とか、「商売

繁盛してもらわんと」とか、いわゆる一年の

「恒例行事です」と軽い気持ちで参られるそう

です。しかし、今までなら、 

商売繁盛や家内安全また 

無病息災など、いわゆる自分 

自身のことや自分の家族のことの 

祈願で初詣されたことでしょうが、今年は、少

し様子が変わったのかもしれません。震災とい

う大きな出来事を前にして、自分だけ、それで

はいけないことにも、気づかされた年でもあっ

たということです。 

人と人との結びつき「絆」の大切さが取り上

げられました。「みんながしあわせになります

ように」「震災にあわれた方が、早く元気にな

りますように」自分のことより先に願ってしま

う、そんな初詣だったのかもしれません。 

この前、「がんばれ仏教」を書いた上田紀行

氏が新聞に「癒し」と題しての中に、スリラン

カの悪魔祓いの儀式について書いてありました。

悪魔祓いというと怖いイメージがありますが、 

 

 

 

 

 

 

どういうことかというと、この悪魔の招待は、

「孤独」です。孤独を取り除く、すなわち孤独

にさせないことが、悪魔祓いの目的です。孤独

になる人を見つけては、村の人が歌い踊りみん

なで孤独になる人を楽しませる。当然こと、人

と人がつながれば、悪魔は退散するしかないと

いうわけです。これが悪魔祓いの儀式です。        

上田さんは、今、日本は病んでいるともいわれ

ます。会社や学校で苦悩する人がいっぱいいる

中、その解決の過程がわからないでいる。この

ことは、この震災と同様にこころの復興が重要

な課題となっているといわれます。 

浄土真宗においても、自死問題や無縁社会に

対しての取り組みも活発に行っています。 

それでも、人力には限界があります。すべて

の人の孤独を取り除くことは、ひじょうに難し

いことと言わざるをえません。 

お釈迦さまは、「人は、この世の愛欲のきず

なにつながれて生きているが、つきつめてみる

と、独り生まれ、独り死に、独り来て、独りゆ

くものである。すなわち、人はそれぞれの行い

によって苦楽の境界にすむ身になるのであって、

だれも、これに代わることができない」と説か

れています。 

きびしい話ですが、それぞれのいのちは、代

わりたくとも代わってあげることはできません。

そんな人の世だからこそ、「つれてゆくぞの弥

陀の呼び声」南無阿弥陀仏のお念仏の声が聞こ

えてきます。  

苦境の時であっても、孤独の時であっても、い

つでもおそばの南無阿弥陀仏です。 
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